
　

幼稚園・保育所

スムーズに学校生活に
慣れ、楽しく給食を食べ
ることができるように連
携する。

各学年の食に関する指導の目標 中学校

生徒の健康維持増進を
図り、望ましい食習慣が
身につくように、中学校・
給食センターと連携す
る。

１・２年 ３・４年 ５・６年

・正しい食器の並べ方がわかる。
・正しくはしを使うことができる。

・食事のマナーを考えて楽しく食事が
できる。
・会話を工夫しながら楽しく食事がで
きる。

・協力して食事の準備や後片付けを
進んで実践する。
・正しい食事を通して、相手を思いや
る気持ちを持つことができる。

 　　　　　食育推進組織

　　　　　【健康部】保健主事・学級担任・養護教諭・栄養教諭

　　　　　食に関する指導

　　　　　教科等における職に関する指導：関連する教科等において食に関する指導の視点を位置づけて指導
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会、理科、生活、家庭、体育、道徳、総合的な学習の時間、特別活動等
　　　　　給食の時間における食に関する指導：　食に関する指導：献立を通して学習、教科等で学習したことを確認
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 給食指導　　　　：準備から片付けまでの一連の指導の中で習得
　　　　　個別的な相談指導：肥満・やせ傾向、食物アレルギー・疾患、スポーツ、食に課題を有する児童

　　　地場産物の活用

　　　　　みよしふるさとランチの日（年３回）　：三次産食材、給食での提供、提示・指導資料の配布と活用
　　　　　給食での活用（給食センターにおいて各組織との連携）
　　　　　教科等の学習や体験活動と連携を図る

　　　家庭・地域との連携

　　　　　【各種たより】　学校だより、給食だより、食育だより、保健だより等
　　　　　【各種行事】　学校保健委員会　等

　　　食育推進の評価

　　　　　活動指標　：食に関する指導・学校給食の管理、連携・調整
　　　　　成果指標　：児童の実態、保護者・地域の実態

食育の視点
★本校で重点的に
取り組む
★社会性
◇食事の重要性
◇心身の健康
◇食品を選択する
能力
◇感謝の心
◇食文化

食に関する指導の目標
「食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身に付ける」

（知識・技能）
・はしの使い方，食器の並べ方，話題の選び方などの食事マナーを理解し，協力して食事の準備や後片付けをするために必
要な技能を身に付けることができる。
（思考力・判断力・表現力等）
・相手を思いやることや，楽しい食事につながるために何が必要かを考え，行動することができる。
（学びに向かう力・人間性等）
・主体的によりよい食習慣を形成しようとし，食や食文化，食に携わる人々に感謝する心を育み，食事のマナーや食事を通じて
コミュニケーション能力を身に付けている。

食に関する指導の全体計画

三次市立十日市小学校

【児童の実態】
・配膳の仕方が違う児童が多い。
・正しいはしの使い方ができてい
る児童が少ない。
・食事のマナー（食器を持って食
べる，よい姿勢で食べる等）に課
題がある。

～R7年4月測定結果より～
・肥満傾向の児童5.6％
・やせ傾向の児童0.9％

【第４次食育推進計画】
・朝食を欠食する子　0％
・郷土料理や伝統料理を月１回以上
食べる国民　50％
【第２次三次市健康づくり推進計画】
・塩分の多い食品を控える人の割合
55％
・毎食、野菜を食べる人の割合
70％
・朝ごはんを食べる人の割合　100％
・学校給食における三次産農作物を
使用する割合　50％（金額ベース）

学校教育目標
「　高い志をもち　夢の実現に向けて　自分らしく

他者とともに社会を創る　児童の育成　」


